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1. はじめに 

JERAパワー武豊合同会社 武豊火力発電所 5号機建設工事では、

老朽化した旧発電設備を撤去し高効率の石炭（バイオマス混焼）火

力発電設備に置き換えるリプレース工事が進められており、土木

工事においてアスファルト舗装工を約 96,000m2 施工した。舗装工

のうち路盤の締固め管理は、一般に砂置換法による現場密度試験

が行われるが、本工事ではそれに代わる手法として T-iCompaction

による品質管理手法を導入した。本稿では、T-iCompaction により

品質管理業務の効率化・省力化と、連続的な品質管理による施工品

質の向上を目指した取り組みについて報告する。 

2. T-iCompaction の概要 

T-iCompaction は、大成建設㈱・大成ロテック㈱・ソイルアンド

ロックエンジニアリング㈱が共同開発した技術であり、地盤の締

固め度を非破壊で計測をすることができる。本技術に用いる転輪

型 RI 計器はローラー後部に装着した筐体内に放射線源と放射線検

出装置を備えたもので、γ線を用いる密度計と中性子線を用いる

水分計が独立した筐体をもつ（図-1）。それらを計測対象である路

盤に密着させながら走行させることで、連続的に非破壊計測を可

能としている。計測原理は既存の散乱型 RI 計器と同一であるが、

走行中に放射線源および検出部と計測対象の間隔を一定に保ち、

精度のよい計測が行えるよう形状と構造を工夫している。本技術

の特徴として以下が挙げられる。 

・従来の砂置換法に比べて、試験器具、試験者の段取りが不要と 

なることで、測定作業の省力化が可能である。（重機オペレーターのみで品質管理試験を実施可能） 

 ・計測箇所は点ではなく、連続的な計測を行うことによる面的な品質管理が可能である。 

・仕上がった路盤面を乱すことなく非破壊で計測が可能である。 

・短時間かつリアルタイムに結果が得られるため、締固め不足部をその場で把握し再転圧を行うことが

できるため施工の手戻りが発生しない（図-2）。 

3. 品質管理手法  

本工事における、舗装構成は図-3 の通りである。本工事で使用する T-iCompaction は仕様上の計測深度が

10cm あるため、層厚が 10cm ある上層路盤（粒度調整砕石 M-40）を対象とした。計測システムは転圧作業に用

いる4t コンバインドローラー（型式：KV40CSE、関東鉄工株式会社）に搭載して行い、転圧作業後にそのまま 
キーワード 転輪、RI、締固め管理、路盤、非破壊、省力化 
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写真-1）転輪型 RI 計器搭載状況 

図-2）計測中の PC 画面の例 

図-3）舗装断面図 
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ま計測を可能とした。計測システムの使用にあたっては砂置換法による計

測結果を基準として校正作業を行い、測定対象の材料および測定環境下に

おいて適切に計測が行えることを確認した。計測値は道路延長方向 2m ご

とに 1 点、その間の平均値として出力される。これを 1 施工単位（エリア

により 90m～400m）で 2 レーン分実施することで、施工面積 1,000m2あた

り平均 100 点の計測結果を得るものとした。従来の砂置換法による現場密

度試験の頻度は 1,000m2に 1 箇所の割合で行われることが標準的であり、

これより 100 倍の計測点数が得られることになる。 

本工事における品質管理項目を表-1 に示す。 

4. 測定結果 

測定期間は 2021 年 6 月 1 日～2022 年 2 月 26 日（測定回数延 15 回）

であった。計測対象面積 29,911m2（道路総延長 3,060m）に対して 2,690 点

の結果を得た。計測結果は、4t コンバインドローラーに搭載する GNSS 受信機により取得したその地点の座標と

ともに記録しており、ヒートマップおよびヒストグラムが作成できる（図-5）。ヒストグラムは概ね正規分布を示

すが、品質管理基準値である締固め度 95%未満の点も含み、それらはヒートマップ上において赤色で示されてい

る。T-iCompaction は小石の介在や局所的な計測面の凹凸により、計器と計測面の間に空隙が発生した場合に密度

を過小評価する特徴がある。そのため、本施工の品質管理基準は平均値のみによる管理とし、局所的に発生する

個々の低値出現箇所は目視点検を実施することとした。目視点検により、転圧不足と判断される箇所においては

再転圧を実施した後、T-iCompaction により再計測を実施し、品質管理基準値を満足していることを確認した。ま

た、明らかに小石の介在や路面の不陸が原因と考えられる箇所については、不陸の整正を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

本現場は発電所構内という環境下であったため、配管等の構造物が

頭上に張り巡らされている場所が多く、その直下では GNSS 信号強

度の低下が原因と思われる測位の不安定が見られた。また、金属張り

の大型構造物の近傍でも電波の乱反射によると思われる測位の不安

定が生じた。本現場のような環境下では測位方法に課題が残った。 

しかしながら、路盤の締固め度の管理に T-iCompaction を用いたこ

とで品質管理業務の効率化・省力化につながり、またリアルタイムに

締固め度を確認できたことで締固め不足部を効果的に把握し、施工品

質の向上につなげることができた。 

参考文献 1) 後藤、青木ら：締固め度管理の⾃動化技術「T-iCompaction」の開

発、土木建設技術発表会、2020 

 

 

 

 

写真-4）測定状況 

図-5）締固め度測定結果（左図：ヒートマップ全体図、右図：ヒストグラム） 

表-2）測定結果一覧表 

表-1）品質管理項目 

No. 計測日
対象面積

（m2
）

計測点数
締固め度
（%）

1 2021.6.1 4,353 473 98.5

2 2021.6.23 9,324 695 99.5

3 2021.11.4 1,262 101 103.8

4 2021.11.25 693 63 100.3

5 2021.12.17 2,465 231 98.8

6 2021.12.20 1,316 144 98.7

7 2022.1.12 1,249 142 98.0

8 2022.1.15 1,953 146 96.9

9 2022.1.20 1,030 94 104.0

10 2022.1.21 400 58 96.5

11 2022.1.25 967 92 98.4

12 2022.2.1 1,536 125 95.4

13 2022.2.1 1,087 105 95.2

14 2022.2.16 1,356 119 97.8

15 2022.2.26 920 102 95.3

29,911 2,690合計

 

 

対象材料 粒度調整砕石（M-40）
項目 現場密度試験

手法 T-iCompaction

規格
締固め度95%以上

（全計測データの平均値）
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